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Sato Laboratory has been engaged in international exchanges with Dalian Ethnic University 
Design College in China for many years. For example, we have realized graduation degree 
examination, practical guidance on graphic design, lectures, collaborative research with faculty 
and staff, holding exhibitions and so on. In the Sato Laboratory, we have planned "Ancient art 
research tour in China" as part of collaborative research with faculty members of the Dalian 
Ethnic University and have conducted it over the past three times. I will report about one 







































　こうして「中国における古美術研究旅行」は、平成 24 年（2012 年）3 月「福建省とその周辺地
域の芸術歴史文化調査研究」を皮切りに、平成 26 年（2014 年）12 月安徽省とその周辺地域、平































　周氏をはじめとする大連民族学院（当時）設計学院・視覚伝達工作室教員 4 名および 2 年生学生




















































































写真 4　壇干園 湖心亭 写真 5　湖心亭内陣

















写真 7　小嶺村 宣紙製作工房 写真 8　宣紙のもととなる原材料
写真 9　樹皮を粉砕する機器 写真 10　漉き簀を編む作業
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おわりに
　今回の古美術研究旅行を通じて「温故知新」という言をあらためて思い起こしたことであった。
古美術を巡るという行為には、脈々と継承されてきた「人間の営み」への慈しみと信頼、敬意といっ
た肯定的な感情が根底にあり、それはそのまま現在や未来の営為の肯定に繋がるものである。「美」
を生み出し、寿ぎ、継承していくという人間であるからこそ成し得る大きな円環に、いまを生きる我々
もまた組み込まれていることを知るということ、それが古美術研究旅行の最大の意義であることを
述べて拙稿を閉じることとする。
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